
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 8 回 理事会  

日 時 令和 7 年 1 月 10 日  18:30～20:50 

場 所 Web 会議 

出席者 

理事大山盛樹、井手伸二、山下潤一郎、小無田彰仁、重松康志、浦川純二、大石勝規、 

小柳 傑、志岐浩二、飯野朋彦、笹原順哉、池田章子、坂井孝行 

監事柿田謙三、平野英三、大木田治夫 

書記大月雅之、狩浦圭介 

その他長谷川隆史 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
１）JPTA 懲戒委員の本会推薦者選定の件 

JPTA 懲戒委員の選出方法が変更され、改めて推薦依頼あり。現任は小柳理事。引き続き小柳理事を推
薦する。審議の結果、提案通り可決された。 

２）大村市介護認定審査会委員選定の件 
   大村市の介護認定審査委員選定について、公募したところ 3 名のエントリーあり。貞松病院の宮内先

生、高木先生、南野病院の西宮先生。推薦規程では経験 20 年以上となっている。宮内先生と西宮先生
の 2 名が 20 年未満だが、理事会での協議の上エントリーのあった 3 名を推薦する。審議の結果、提案
通り可決された。 

 ３）長与町障害自立支援認定審査会委員認定の件 
   長与町の障害自立支援認定について公募を行ったが、定員１名のところ応募なし。現任の田添先生が 2

年しかできないと勘違いされエントリーしなかったとのこと。他に適任者がいないこともあり、引き
続き田添先生にお願いすることとする。審議の結果、提案通り可決された。 

 ４）士会指定事業の見直しについて 
  昨年度、士会指定事業の仕分けを行ったが、不具合あり、再度仕分けを行った。長崎市の健康フェス

ティバルを地域ケア会議推進リーダーから介護予防へ移行、ダイハツ地域密着プロジェクト 2 回を地
域ケア会議でそれぞれカウント。介護保険研修会はポイントの研修会とし、代わりに何かを加える
形。審議の結果、提案通り可決された。 

５）令和 7 年度 臨床教育部の新規事業について 
    臨床実習指導者講習会を行ってきたが、養成は大体目的を達成したため今後は質の向上のための講習

会を開催していく。そのため臨床教育部部員 3名を研修目的で大阪に派遣する。次年度、まずBasicか
ら、Advance、Master まで。審議の結果、提案通り可決された。 

６）スクールトレーナー研修会について 
  スクールトレーナーについて、まず会員の理解を得るため研修会を企画したい。テーマは「認定スク

ールトレーナーの役割と今後の展開」ということで、参加者 100 名、参加費は検討中。講師は北里大
学の渡邉准教授と池田理事の２本立て。ポイントは今後検討。年度末は研修会が多いため、次年度の
4、5 月で検討。審議の結果、提案通り可決された。 

７）令和 6 年度 西彼・西海地区症例検討会について 
  西彼・西海地区の事例検討会について、時期は 2 月 28 日、内部障害を 2 症例。座長は虹が丘病院の奥

村先生、発表は百合野病院の坂本先生と北病院の宗岡先生。オンラインで開催予定。審議の結果、提
案通り可決された。 

８）新入会承認について 
  総会員数 2299名、在会会員 1967名、休会会員 322名。会員施設 415。今月は入会 1名、退会 10名、

復会 5 名、休会 101 名。101 名のうち在会からの休会は 12 名。審議の結果、提案通り可決された。 
（２）報告事項 
１）第 35 回長崎県理学療法学術大会開催について 

査読のお願いを送っている。1 月 6 日から演題募集期間が開始されている。是非演題を多くいただきた
い。河野先生に作っていただいた学会動画をホームページにアップ。講師の紹介も見られる。学会専
用の口座を開設した。予算について、今年度中に行った会議の金額をまず精算し、全体の決算は後で
出す形。協会長賞、大会長賞の景品について、図書カードを挙げているが名入りやロゴ入りの記念品
も検討。 

２）時津町介護認定審査会委員選定の件について 
   時津町介護認定審査会より、任期満了に伴う推薦依頼あり、公募を行った。2 名の定員に対し 2 名の応

募。2 名とも現任の尾﨑部長、濱本先生。この 2 名を推薦する 
３）時津町障害支援区分認定審査会委員選定の件について 

   時津町の障害支援区分認定審査会からも任期満了に伴い推薦依頼あり。定員1名に対し、公募の結果、
現任の笹原理事 1 名よりエントリーあり。笹原理事を推薦する。 



４）諫早市障害支援区分認定審査会委員選定の件について 
   諫早市障害支援区分認定審査会から任期満了に伴い推薦依頼あり。定員 1 名に対し、現任の秀嶋部長

がエントリー。秀嶋部長を推薦する。 
５）Spice フォーラム参加報告について 

   昨年 11 月 30 日に日本理学療法士協会会館で開催された。テーマは組織率向上に向けて～養成校と管
理者と連携した職能団体の取り組み～。KPT 分析をもとに、それぞれの士会の現状、今後の対策や協
会への要望を発表。愛知県では、田中先生、若い PT、子育てをされている PT を集め、座談会を開き
盛り上がった様子。愛媛県は田中先生のことを知ってもらうために会員に向けて動画を撮ってもら
い、研修会の前に必ず動画を流していた。登録理学療法士の更新について、ポイント取得率が少ない
ので、更新できる人たちを 50%くらいにしてほしいということ。長崎でも更新の周知のための研修会
や、状況を分析し、会員が時期を逸しない取り組みを検討。 

６）令和 7 年度 事業予算について 
   次年度予算について、例年この時点では大きくマイナスになることが多いが、支出と収入が同程度。

原因として、研修会の有料化で収入が増えたことが考えられる。今後支出の増加も考えられるが、繰
越金、予備費等で対応できる。研修会の有料化で参加者が若干減った印象あり。登録理学療法士更新
について、30 代までの方はスムーズに進みそうだが、40 代以上が更新に向かわない可能性もある。世
代のニーズに合わせた研修会等も検討。 

７）第 155 回九州地区高等学校野球大会・軟式野球大会について 

  新規で受け入れた秋季大会、軟式野球大会の事業。9 月 14 日から 3 会場で行われ、スタッフは実人数
19名、延べ人数は 35名。予算を使い切っている。スタッフ数が多くなってきているので、人員を整理
してスマートなサポートができるような体制を検討。 

８）令和 6 年度 全国高等学校サッカー選手権大会長崎県大会メディカルサポート活動について 
  高校サッカー選手権大会のサポートを 10 月～11 月に実施。計 6 日間。スタッフ 9 名、延べ人数 15

名。今回はサッカー協会からの日当なし。スポーツに関わる人が増え、多く対応できるようになっ
た。 

９）キッズベースボールフェスタ in 対馬について 
  11 月 9 日より 2 日間、対馬にて開催。長崎から 3 名、対馬から 1 名の計 4 名で対応。対象は幼児から

高校生まで約 100 名。ウォーミングアップ、野球の楽しさ、障害予防等の実技を実施。来年は平戸が
候補で継続した事業の依頼あり。 

１０）第 2 回スポーツ理学療法推進研修会について 
   今回、障害者向けの研修。車椅子バスケットを通した社会参加ときっかけづくりということで、障

害福祉センターの体育館をお借りし、実際障害者に来ていただき 2 時間を目途に研修を行う予定。 
１１）介護保険研修会について 
   11 月 29 日、オンラインで開催。参加者は協会会員 33 名。県内会員 27 名、県外会員 6 名、作業療

法士 9 名、言語聴覚士 3 名。テーマは「自立支援の不易流行－報酬改定へのしなやかな対応と守る
べき軸－」で講師は介護老人保健施設清雅苑施設長の野尻先生。予算が 22 万円で支出が約 10 万
円、残金 10 万円程度。参加者が少なかったことが反省点。 

１２）スクールトレーナー推薦者 2 名について 
  運動器の健康日本協会からスクールトレーナーの推薦依頼あり。条件は少年野球指導者講習会の講

師研修を修了された方。長崎に 8 名いる中からチカラ整形外科の濱田先生と愛野記念病院の相良先
生を推薦。今週中に小無田副会長より申請いただく。 

 １３）令和 6 年度 ハラスメント研修会 
    12 月 7 日にハラスメント研修会を開催。講師は福崎弁護士で内容はペイシェントハラスメントにつ

いて。支出は予算内に収まり、アンケート内容は良好。課題はスクリーンを和仁会病院からお借り
した点、動画のレコーディングを忘れた点、参加者が少なかった点。来年度は倫理委員会と連携
し、ハラスメントについての調査後に研修会の内容等を検討予定。管理者研修とのコラボも検討。 

 １４）令和 6 年度 長崎地区第 2 回研修会について 
    3 月 15 日に長崎地区第 2 回研修会を開催予定。テーマは「エビデンスから考える脊椎椎体骨折患者

のリハビリテーション」講師は長崎記念病院の片岡先生。会場は長崎市立図書館にて対面で開催予
定。 

 １５）令和 6 年度 大村・東彼地区 啓発活動について 
    12 月 7 日大村・東彼地区の啓発活動をコレモ大村イベント広場にて開催。内容はリーフレットの配

布、握力測定、個別相談。子供用の体のクイズなど。リーフレットは 200 部全て配布。握力測定は
80 名、個別相談 12 件実施。予算は 78,000 円、支出 70,073 円。いつも同じスタッフになるため広
げていくことを考えていく。当日寒く上着が必要だった。今後ビブスなどの使用も検討。 

 １６）令和 6 年度 島原市健康福祉まつりについて 
    島原市健康福祉まつりを 11 月 24 日に島原復興アリーナにて開催。対象者が 339 名で過去最大。内

容は握力測定、ご当地体操のがまだす体操の周知、お悩み相談など。予算内に収まっている。体操
への参加が少なく、参加を促す工夫を検討。 

 １７）下五島地区第 1 回研修会について 
    12 月 7 日に下五島地区第 1 回研修会を開催。徒手的理学療法について相良先生にご登壇いただい

た。受講者は少なかったが、下五島の複数の施設から年齢も性別もバランスよく参加いただいた。
参加者を増やす取り組みを検討 

 １８）下五島地区第 2 回研修会について 



    第 2 回研修会を第 1 回と同日実施。井手副会長、笹原理事ご協力の下、春回会クリニックの荒木先
生を講師に開催。参加者は第 1 回と同じ。予算内で収まっている。内容としては、災害リハとして
石川の能登半島地震をサポートした経験の話、実際の経験と J-RAT の組織、JPTA とのつながり、
派遣の流れ、協力施設の役割など。下五島では施設の所属長が非会員であったり、参加しづらい環
境もあるとのこと。来年度以降、理学療法士協会の会員のメリットなども非会員の先生にも伝える
努力をしていきたい。病院を会場とし、会場費がかからないが予算は 15 万円とられている。宿泊を
前提に予算を取っている可能性もあり、今後予算案の時点で指導、調整を行う。 

 １９）壱岐・対馬地区管理者研修共催研修会について 
    壱岐地区、対馬地区と管理者研修班共催の研修会でテーマは災害リハ。長崎 J—RAT の研修会の流れ

で井手副会長、中島先生にお話しいただいた。予算は管理者研修班と壱岐地区、対馬地区で案分し
予算内で実施。今後現実的な予算を立てるようにする。 

 ２０）令和 6 年度 西彼・西海地区第 2 回研修会について 
    西彼・西海地区第 2 回研修会について、テーマはがんを合併した患者に対する理学療法の介入ポイ

ント～がんを専門としない理学療法士が知っておくべき基礎知識と留意点～。講師は道ノ尾みやた
整形外科の石井先生。オンラインにて、地区外や OT、ST の参加もあった。 

その他報告事項 
１）日本病院学会について 

日本病院学会が 7 月 24、25 日に出島メッセ長崎で開催予定。長崎リハビリテーション病院が主管とな
り進める。PT、OT、ST からも講演あり、各会会長の参加やリハビリや人事考課などのテーマも扱
う。是非ご参加いただきたい。 

２）公益法人制度について 
内閣府から 2025 年度 4 月から公益法人制度が変わるということで案内あり。変更点として、外部理
事、外部監事が必要になるという事。外部理事については収益が 3,000万円以上の法人が対象。費用、
損失が 3,000万円未満の法人は除外ということで、当法人は適応除外になると思われる。外部監事の適
用は全公益法人に必須。まったく協会に関わりのない監事を入れる必要がある。詳しくは 2 月 5 日に
説明会あり。 

 


